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６
月
19
日
（
金
）
伊
東
市
観
光
会
館
別

館
に
お
い
て
、
第
68
回
定
時
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

太
田
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
五
年

表
彰
・
十
年
表
彰
・
十
五
年
表
彰
並
び
に

退
任
班
長
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
来
賓
と
し
て
ご
臨
席
い
た
だ
い
た

伊
東
市
長
代
理
・
川
村
清
文
産
業
課
長

補
佐
よ
り
市
長
祝
辞
の
代
読
、
中
島
弘

道
市
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
、
衆
議
院
議

員
勝
俣
孝
明
代
理
・
大
川
俊
尚
秘
書
よ

り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、

井
戸
清
司
観
光
建
設
委
員
長
、
伊
東
商

工
会
議
所
会
頭
代
理
・
石
井
裕
介
専
務

理
事
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
総
数
４
４
６
名
の
内
、
１
１
4
名

が
出
席
、
表
決
書
提
出
者
１
９
０
名
で
、

合
計
出
席
者
は
、
３
０
４
名
と
な
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
議
事
に
入
り
、
岡
・
鎌
田
地
区

の
寺
島
綾
子
氏
が
議
長
と
な
り
、
次
に

記
載
し
た
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【承
認
事
項
】

第
１
号
議
案

令
和
７
年
度
決
算
承
認

に
つ
い
て

第
２
号
議
案

役
員
報
酬
額
の
改
定
案

に
つ
い
て

第
３
号
議
案

新
役
員
の
承
認
に
つ
い
て

【報
告
事
項
】

第
１
号
報
告

令
和
８
年
度
事
業
計
画

書
並
び
に
収
支
予
算
書
の
報
告

そ
の
後
、
退
任
役
員
へ
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
互
助
会
主
催
の
「
お
た

の
し
み
抽
選
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第

68

回

定

時

総

会

報

告

理

事

長

挨

拶

要

約
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本
日
は
第
68
回
定
時
総
会
に
ご
出
席
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■

令
和
７
年
度
の
事
業
実
績

令
和
７
年
度
の
事
業
実
績
は
、
受
託
事

業
・
派
遣
事
業
を
合
わ
せ
て
２
億
８
３
８

万
円
と
な
り
、
対
前
年
比
３
．
５
％
減
と

厳
し
い
状
況
で
推
移
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
数
は
、
４
４
１
人
（前
年
比
８
人
減
）

と
な
り
ま
し
た
が
、
女
性
会
員
は
前
年
比

３
％
増
と
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
新
た
な
就
業
先
の
開
拓
や
仕

事
の
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化
、
静
岡
県
内
シ
ル

バ
ー
連
合
会
と
の
連
携
強
化
な
ど
を
進

め
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や
事
業
内
容
の
周

知
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■
高
齢
化
の
進
展
と
就
業
状
況

我
が
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は

３
，
６
１
９
万
人
（
２
９
．
４
％
）
と
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
就

業
者
数
も

９
３
０
万
人
（
２
５
．
７
％
）

と
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
の
調
査
研
究

「
生
き
が
い
就
業

と
介
護
予
防
」
に
よ
れ
ば
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
は
フ
レ
イ
ル
発
生

を
34
％
軽
減
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■

伊
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の
特
性
に
応
じ

た
就
業
の
場
を
提
供
し
、
生
き
が
い
の
充

実
や
健
康
の
保
持
増
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
地
域
社
会
の
活

性
化
や
医
療
費
・
介
護
費
の
削
減
に
も
つ

な
が
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業
へ
の
期
待
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

■

結
び

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
、
ご
来
賓

の
皆
様
、
発
注
者
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
総

会
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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《退
任
班
長
》

班
長
を
２
期
４
年
以
上
勤
め
、
退
任
さ
れ
た
方

田

中

寛

治

《退
任
役
員
》

役
員
を
２
期
４
年
以
上
勤
め
、
退
任
さ
れ
た
方

原

喜

久

男

小

澤

榮

総
会
の
会
場
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
さ
ま
、
退
任
班
長

の
方
に
対
し
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
退
任

役
員
の
皆
様
へ
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ら
れ
た

の
は
、
次
の
方
々
で
す
。

（順
不
同
・敬
称
略
）

《十
五
年
表
彰
》

会
員
在
籍
15
年
以
上
で
、
昨
年
度
１
日
以
上
の

就
業
と
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
方 総

会
表
彰
者
紹
介

シルバー伊東 101号

《十
年
表
彰
》

会
員
在
籍
10
年
以
上
で
、
昨
年
度
50
日
以
上
の

就
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
た
方

鈴

木

和

子

・

佐

藤

昭

鈴
木
友
一
・

山
本
俊
夫

小
川
美
代
子
・
稲
葉
信
一

《五
年
表
彰
》

会
員
在
籍
５
年
以
上
で
、
昨
年
度
50
日
以
上
の

就
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
さ
れ
た
方

長
牛
恵
里
子
・
山
内
修
二

杉

山

敬

一

・

杉

山

豊

古

原

正

義

15年

10年

5年

退任
班長

退任
理事
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令 和 8 年 度 組 織 図

シルバー伊東 101号

令 和 ７ 年 度 事 業 実 績
（単位：円）

令 和 7 年 度 令 和 ６ 年 度 対 比 率

受 託 事 業 実 績 167,865,714 172,184,112 97.49%

派 遣 事 業 実 績 40,520,646 43,783,440 92.55%

実 績 合 計 208,386,360 215,967,552 96.49%
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佐
藤
昭
監
事

こ
の
た
び
外
部
理
事
の
大
役
を
拝
命
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
現
在
、
行
政
書
士
事
務
所
を
営
み
、
日
々
市
民
の

皆
様
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
気
が
つ
け
ば
六
十
五
歳
を
過
ぎ
、
私
も
い
つ
の
間
に

か
「高
齢
者
」の
仲
間
入
り
を
果
た
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
今
な
お
仕
事
の
ご

依
頼
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
毎
日
を
送
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
働
く
こ
と
の
喜
び
、
人
の
お
役
に
立

て
る
こ
と
の
幸
せ
。
こ
れ
は
年
齢
を
重
ね
た
か
ら
こ
そ

深
く
実
感
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
さ
に
そ
う
し
た
思
い
を
体
現
さ
れ
て
い
る
の
が
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
様
で
あ
る
と
存
じ
ま

す
。
皆
様
の
豊
か
な
ご
経
験
と
意
欲
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
の
一
端
を
担
え
る
こ
と
を
光

栄
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
業
を
持
つ
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
理
事
と
し
て
の

責
務
に
は
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
、
は
じ
め
ま
し
て
。

こ
の
た
び
、
公
益
社
団
法
人
伊
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
外
部
監
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
、
税
理
士
の
吉

原
明
雄
（
ヨ
シ
ハ
ラ
ア
キ
オ
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
の
皆
さ
ま

の
税
務
・
会
計
支
援
を
通
じ
、
適
正
な
経
理
処
理
と
税

務
申
告
、
経
営
計
画
策
定
支
援
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
豊
か
な
経
験
と
知
識
を
お

持
ち
の
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
、
就
業
を
通
じ
て
生
き
が
い

を
持
ち
、
地
域
社
会
に
貢
献
さ
れ
る
大
変
意
義
深
い
組

織
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
さ
れ
る
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
も
、
暮
ら
し
や
地
域
活

動
を
支
え
る
身
近
で
頼
も
し
い
存
在
で
あ
り
、
そ
の
役

割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

新

任

役

員

の

ご

紹

介

金
厚
祐
一

外
部
理
事

吉
原
明
雄

外
部
監
事

シルバー伊東 101号

外
部
監
事
と
し
て
、
会
計
・
税
務
の
専
門
的
な
視
点
を

生
か
し
、
法
令
遵
守
・
透
明
性
の
確
保
、
そ
し
て
皆
さ
ま

か
ら
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
運
営
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
任
の
た
め
不
慣
れ
な
点
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、

職
員
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、
セ
ン
タ
ー
の
さ
ら
な
る
発

展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
か

お
気
づ
き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
遠
慮
な
く
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
、
一
日
も
早

く
お
役
に
立
て
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
監
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に

な
い
緊
張
と
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
浅
学

菲
才
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
皆
様
、
職

員
の
皆
様
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
り
返
れ
ば
、
茅
ヶ
崎
か
ら
伊
東
へ
移
住
し
て
十
九
年
、

シ
ル
バ
ー
会
員
と
し
て
十
七
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の

間
、
多
く
の
友
人
に
恵
ま
れ
、
毎
月
一
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
参
加
し
、
週
二
回
の
麻
雀
も
続
け
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
上
達
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
「
老
害
」
と
言
わ

れ
ぬ
よ
う
心
が
け
、
日
々
を
懸
命
に
暮
ら
し
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。

か

ね

こ

ゆ

う

い

ち

よ
し
は
ら
あ

き

お

さ

と

う

あ
き
ら
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さ
く
ら
茶
話
会
開
催
報
告

４
月
27
日
と
５
月
25
日
、
伊
東
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
で
「さ
く
ら
茶
話
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
「さ
く
ら
茶
話
会
」は
、
第
１
回
の
「さ
く
ら
茶
話
会
」と

同
じ
「松
ぼ
っ
く
り
の
古
布
飾
り
」を
作
成
し
ま
し
た
。

定
員
10
名
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
嬉
し
い
こ
と
に
30
名
を
超
え

る
お
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
急
遽
10
名
を
20
名
に
拡
大
し
、
追
加
講
習
会
も
開

催
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
思
い
思
い
の
春
を
感
じ
な
が
ら
古
布
の

ボ
ン
ボ
ン
で
松
ぼ
っ
く
り
を
飾
り
つ
け
て
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
作
品
は
ど
れ
も
あ
た
た
か
く
、
や
さ
し
い
雰
囲
気
の

仕
上
が
り
で
、
参
加
者
の
皆
様
の
笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

完
成
し
た
作
品
を
お
披
露
目
す
る
時
間
も
あ
り
、
あ
っ
と
い
う

間
の
1
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

会員のみなさま！ 普及啓発月間の海岸清掃ボランティアにご参加ください！

【
日

時

】
10
月
16
日
（金
）

雨
天
の
場
合
は
30
日
（金
）に
順
延

10
時
集
合

【
集
合
場
所
】
オ
レ
ン
ジ
ビ
ー
チ
（
木
下
杢
太
郎
「
海

の
入
日
」の
碑
及
び
「伊
東
市
海
岸
公
衆
便
所
」横
）

今
回
の
活
動
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
で
、
「
総
会
で

の
永
年
勤
続
表
彰
（
5
年
・10
年
）」の
条
件
が
達
成
さ

れ
ま
す
！

※

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に
は
、
ゴ
ミ
袋
30
リ
ッ
ト
ル

10
枚
入
を
1
セ
ッ
ト
進
呈
し
ま
す
。

シルバー伊東 101号

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

三

浦

忠

夫

佐

藤

幸

夫

梅
都
太
一

郎

【
湯

川

・

松

原

地

域

】

太
田
と
き
子

奥

村

初

實

【

岡

・

鎌

田

地

域

】

福

浦

郁

夫

河

原

時

子

【

対

島

地

域

】

池

田

君

枝

髙

橋

勝

宏

田

村

稔

吉
田
眞
理

子

稲

毛

節

子

【
湯

川

・

松

原

地

域

】

【

宇

佐

美

地

域

】

【

荻

・

十

足

地

域

】

【
川

奈

・

吉

田

地

域

】

小

山

久

子

樋

口

義

一

木

部

順

治

浅

野

長

利

福

本

巧

梅

原

雅

彦

荻

野

公

子

安
田
み
き

子

鈴

木

武

幸

中

薗

一

郎

【

岡

・

鎌

田

地

域

】

織

田

　
始

鈴

木

芳

男

石

倉

由

子

加

藤

厚

子

石

黒

宣

昭

【
川

奈

・

吉

田

地

域

】

【

対

島

地

域

】

【

荻

・

十

足

地

域

】

浦

﨑

基

愛

藤

田

友

計

竹

安

正

直

山

本

弘

二

宮
崎
と
し

江

大

庭

政

江

鈴

木

勤

浅

井

清

美

間

﨑

澄

子

【
新

井

・

玖

須

美

地

域

】

児

玉

正

美

實

方

勝

一

令
和
8
年
4
月
か
ら
6
月
ま
で
の
新
入
会
員

[

地
域
順
・敬
称
略]

令
和
8
年
4
月
か
ら
７
月
3
日
ま
で
の
退
会
会
員

[

地
域
順
・敬
称
略]
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ラ
ン
チ
会
開
催
報
告

第
一
回
「
ラ
ン
チ
会
」
開
催
し
ま
し
た
。
16
名

の
メ
ン
バ
ー
登
録
希
望
が
あ
り
、
初
回
と
な
る

４
月
15
日
（土
）
は
14
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
美
味
し
い
お
弁
当
を
囲
み
な
が
ら

会
話
も
弾
み
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
交
流

が
深
ま
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
様
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
、
今
後
の
開
催
計
画
を
立
て

て
い
き
ま
す
。
「
毎
月
開
催
し
て
ほ
し
い
！
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ラ
ン
チ
会
は
、
初

め
て
の
方
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
交
流
の
場

で
す
。
「
ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み
よ
う
か
な
」
と
い
う

方
も
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

二
回
目
は
、
６
月
に
「
山
茶
花
」
で
開
催
し
ま
し

た
。
♪
次
回
開
催
報
告
を
お
楽
し
み
に
♪

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
く
ら
ぶ

活
動
報
告

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
く
ら
ぶ
の
令
和
７
年
度
最
後

の
活
動
は
、
令
和
８
年
３
月
に
伊
豆
の
国
市
の

韮
山
と
掛
川
市
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
散
策

を
楽
し
み
ま
し
た
。
韮
山
で
は
重
要
文
化
財

江
川
邸
と
、
世
界
遺
産
・
韮
山
反
射
炉
を
結
ぶ

自
然
・
歴
史
散
策
路
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し

た
。
掛
川
で
は
、
掛
川
城
の
天
守
閣
と
御
殿
、

さ
ら
に
将
棋
の
藤
井
聡
太
が
王
将
戦
を
戦
っ

た
二
の
丸
茶
室
な
ど
を
鑑
賞
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
鳥
や
多
く
の
珍
し
い
花
が
楽
し
め
る
掛
川

花
鳥
園
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

両
日
の
ス
タ
ー
ト
は
対
照
的
で
、
江
川
邸
に

向
か
う
道
中
で
は
、
富
士
山
が
ま
る
で
我
々

を
応
援
す
る
か
の
よ
う
に
美
し
い
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
最
初
の
写
真
は
江
川
邸
を
見

学
し
た
際
に
参
加
メ
ン
バ
ー
が
富
士
山
に
見
と

れ
て
い
る
様
子
で
す
。
そ
の
後
は
、
自
然
・
歴
史

散
策
路
の
長
閑
な
風
景
を
味
わ
い
な
が
ら
反

射
炉
を
目
指
し
、
韮
山
反
射
炉
で
は
、
西
洋
砲

術
の
普
及
に
韮
山
の
地
が
ど
の
よ
う
に
貢
献

し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

見
学
後
は
伊
豆
長
岡
駅
に
向
か
い
、
全
員
無

事
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

一
方
、
掛
川
市
へ
は
小
雨
の
降
る
中
、
各
自
電

車
で
掛
川
駅
に
向
か
い
、
改
札
口
前
で
集
合
し

て
掛
川
城
へ
向
か
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
日
頃
の
行
い
が
良
い
の
か
、
掛
川

城
に
着
く
頃
に
は
雨
も
す
っ
か
り
止
ん
で
い
ま

し
た
。
当
日
は
11
名
の
会
員
が
参
加
し
、
天
守

閣
・
御
殿
・
二
の
丸
茶
室
及
び
竹
の
丸
な
ど
を

効
率
よ
く
見
て
回
り
ま
し
た
。
特
に
、
二
の
丸

茶
室
で
は
抹
茶
と
美
味
し
い
和
菓
子
を
い
た

だ
い
た
後
、
大
日
本
報
徳
社
や
大
手
門
・
大
手

門
番
所
を
見
学
し
、
掛
川
市
内
を
散
策
し
な

が
ら
、
最
後
に
掛
川
花
鳥
園
で
バ
ー
ド
シ
ョ
ー

を
観
た
り
、
広
い
園
内
で
珍
し
い
鳥
や
花
を
楽

し
み
ま
し
た
。
花
鳥
園
は
広
す
ぎ
て
、
全
て
を

鑑
賞
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
事
は
心
残
り
で

し
た
が
、
掛
川
駅
に
戻
り
、
電
車
の
中
で
次
の

企
画
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
無
事
に
伊
東
に
帰

り
ま
し
た
。
ま
た
次
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

(

北
野

芳
男
）

互
助
会
通
信

囲
碁
同
好
会
大
会
結
果

遅
く
な
り
ま
し
た
。
1
月
7
日
に

行
わ
れ
た
新
春
親
睦
囲
碁
大
会
の
結

果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

デ
ジ
カ
メ
倶
楽
部

名
称
変
更
の
お
知
ら
せ

7
月
か
ら
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

「デ
ジ
カ
メ
倶
楽
部
」

↓

「写
真
倶
楽
部
」

デ
ジ
カ
メ
だ
け
で
な
く
フ
ィ
ル
ム
カ
メ

ラ
で
撮
影
し
た
写
真
も
楽
し
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
一
緒
に
活
動
し
ま

し
ょ
う
♪

シルバー伊東 101号
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事

務

局

だ

よ

り

シルバー伊東 101号

請
負
・委
任
の
就
業
の
方
の
明
細
書
は
、
「Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ

ｔ
ｏ

Ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
」に
よ
る
電
子
発
行
で
す
。
紙
を
ご
希
望
の
方
は
、
連

絡
の
上
事
務
所
に
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

派
遣
の
方
は
、
当
面
郵
送
と
な
り
ま
す
。

◆
会
員
業
務
委
託
料
・
配
分
金
は
、
会
員
さ
ん
の
登
録
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。

【
請
負
・委
任
】

【
派
遣
】

６
月
分

・・・

7
月
15
日
（水
）

7
月
24
日
（金
）

７
月
分

・・・

8
月
14
日
（金
）

8
月
25
日
（火
）

８
月
分

・・・

9
月
15
日
（火
）

9
月
25
日
（金
）

月
２
回
（第
１
火
曜
日
・第
３
火
曜
日
）開
催
し
ま
す
。

お
友
達
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

○
７
月
7
日
（火
）

○
７
月
21
日
（火
）

○
８
月
4
日
（火
）

○
８
月
18
日
（火
）

○
９
月
1
日
（火
）

○
9
月
15
日
（火
）

時

間

午
後
1
時
30
分
～

場

所

セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

持
ち
物

写
真
２
枚
・緊
急
時
の
連
絡
先

振
込
銀
行
口
座
情
報

年
会
費
（初
年
度
月
割
り
適
用

２
，
５
０
０×

０
．年
度
残
月
数
）

連 続

無事故日数

令和８年6月末
現 在

23 2 日

1 1 日0

傷害事故

賠償事故

会
員
業
務
委
託
料
・
配
分
金
の
支
払
い

(

６
月
分
～
８
月
分
）

入
会
説
明
会
日
程

会
員
募
集
中

珈

琲

ブ

レ

イ

ク

◆
５
月
か
ら
30
度
を
超
え
る
日
が
続
き
、
「
夏

日
」
「
猛
暑
」
と
い
っ
た
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す

水
分
を
こ
ま
め
に
と
り
、
熱
中
症
に
は
十
分
お

気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。
Ｙ
・
Ｎ

◆
素
手
で
草
抜
き
を
し
た
後
、
う
っ
か
り
顔
を

触
っ
て
し
ま
い
、
か
ぶ
れ
て
皮
膚
科
に
通
う
こ
と

に
！
き
れ
い
な
花
に
も
思
わ
ぬ
毒
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
Ｈ
・Ｏ

あとがき

「ふ
じ
の
ゆ
め
」の
ご
案
内

み
ん
な
の
交
流
サ
ロ
ン
、
飲
み
物
を
飲
み
な

が
ら
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、

本
を
読
ん
だ
り
、
思
い
思
い
に
の
ん
び
り
と
過

ご
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
は
、
２
０
０
円
で
す
。

シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
10
年
余
、
色
々
な
仕
事
を
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
入
会
当
初
か
ら
の

広
報
仕
分
け
作
業
と
ふ
じ
の
ゆ
め
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
従

事
す
る
事
が
主
な
仕
事
で
す
。

ま
た
、
今
年
４
月
か
ら
互
助
会
と
し
て
「
ラ
ン
チ
会
」
を
た

ち
あ
げ
、
６
月
に
は
第
２
回
目
を
実
施
し
、
幸
先
は
良
さ

そ
う
で
す
。

「ふ
じ
の
ゆ
め
」
に
関
し
ま
し
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
素
が

高
く
、
月
一
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
ラ
イ
ン
で
の

情
報
の
共
有
を
心
掛
け
、
事
務
所
の
皆
さ
ん
と
、
ス
タ
ッ
フ

10
名
の
皆
さ
ん
の
心
意
気
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

来
店
さ
れ
る
皆
様
に
と
っ
て
、
居
心
地
の
良
い
憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
シ
ル
バ
ー
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
是
非
お
立
ち
寄
り

頂
き
、
施
設
を
フ
ル
に
活
用
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
名
実
と

も
に
、
「
珈
琲
ブ
レ
イ
ク
」
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
う
と
こ
ろ
で
す
。

よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(

松
野

典
子
）
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